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第３１２１回例会記録

★開 会 点 鐘：髙橋 義詔会長
★国 歌：―
★Ｒ ソ ン グ ：ー
★四つのテスト：―

日時：2024年６月６日㈭07:00～
会場：太陽の丘 虹のひろば
司会：加藤 幸徳 ＳＡＡ

6月
20日
㈭ 12:30～

インターアクト
地区大会報告

青少年奉仕委員会

クラブフォーラム
活 動 報 告

五大・クラブ奉仕部門

委員会報告
◇金谷 正一 国際奉仕委員長④

最後のお願いです。年次基金の「一人100ドル
寄付」の件です。例年半数以上の会員の寄付を頂
いておりますが、今日現在９名です。来月1ヶ月
が残されていますので一人でも多くの会員の賛同
をいただきたいと思います。

1ドル157円で100ドル＝15,700円ですので宜し
くお願いします。

尚、自分が既に寄付したかどうか忘れた方は事
務局か私に問い合わせて下さい。
◇益井 伸也 親睦活動委員長⑤

6月29日㈯の親睦家族パーク＆ゴルフ大会の件
ですが、パーク・ゴルフに参加の方のみ事務局へ
ご連絡お願いします。大人数で回りたいと考えて
おりますので奮ってご参加ください。

【名前等後の○数字は写真の番号】

会長報告 髙橋 義詔 会長①
おはようございます。本日も早朝よりご参集賜

りありがとうございます。
6月に入ったのにこの寒さはどうしたことでし

ょうか、皆様体調崩されないようご自愛下さい。
6月2日、株式会社遠軽舗道さんの会社創立50

周年記念で開催されました、三味線の吉田兄弟の
コンサートに行ってきました。初めて生での三味
線演奏を拝聴し、あのテクニックと迫力に圧倒さ
れてしまいました。ご覧になった方はいかがだっ
たでしょうか。これからも経験の無かったことを
積極的に体験し、自己研鑽していきたいと感じま
した。

さて、本日は花の植栽作業です。事故やケガの
心配は少ないかと思いますが、心臓発作が起きて
はいけませんので、これから準備体操④をしっか
りと行い、黒坂社会奉仕委員長③の指示に従い、
安全に作業してほしいと思います。

また先週お話ししました新入会員予定の佐竹聖
吉氏（ほっともっと遠軽店オーナー）であります
が、今後一週間に異議申し立てが無ければ所定の
手続きにより進めさせていただきますのでよろし
くお願いいたします。

本日の例会よろしくお願いいたします。

幹事報告 大西 孝拡 幹事②
１．理事会報告
(1) 6月の例会プログラム
6日 早朝例会（虹のひろば 花の植栽）

担当：社会奉仕委員会
13日 青少年奉仕委員会担当例会

インターアクト地区大会報告
20日 クラブフォーラム（退任・活動報告)

担当：五大・クラブ奉仕部門
29日 土曜夜間例会 担当：親睦活動委員会
(2)がんぼう夏まつり並びに花火大会へ、また、

北海道家庭学校運動会へ、それぞれ昨年同額
の寸志を支出。

２．今月のロータリーレートは1＄157円です。

6月
13日
㈭ 12:30～
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本日のプログラム 会員卓話
部活動の地域移行について

佐藤 祐治 会員②

遠軽町教育委員会として、喫緊の課題でありま
す「部活動の地域移行について」の概要をお話し
たいと思います。始めにスポーツ庁が示しており
ますガイドラインのビデオを見て頂いてからお話
いたします。※視聴後

部活動は、中学校学習指導要領に規定されてお
り、１）教育課程外の活動であり、２）生徒の自
主的、自発的な参加により行われ、３）学校教育
の一環として、教育課程外との関連が図られるよ
うに留意し、４）学校と地域が連携し、持続可能
な運営体制を整えられるようにすることとされて
います。

また、その意義については、１）生徒のスポー
ツ・文化芸術に親しむ機会の確保、２）生徒の自
主的・主体的な参加による活動を通じ、責任感・
連帯感を涵養、３）生徒同士や生徒と教師等との
好ましい人間関係の構築などがあげられます。し
かしながら、 中教審答申（H31.1 働き方改革答
申）では「学校の業務だが必ずしも教師が担う必
要がない業務」とされ、教職員の長時間勤務の原
因の一つとされています。さらに少子化による生
徒数や部活動数の減少もあり、学校単位で部活動
ができなくなったり、やりたい部活動をあきらめ
ざるを得ない状況になっています。

これらのことから、部活動の地域移行とは、地
域の多様な主体（地方公共団体、総合型スポーツ
クラブ、スポーツ少年団、体育・スポーツ協会、
競技団体、文化芸術団体等）が運営・実施する地
域クラブ活動によって、部活動を代替していこう
とするものであり、将来にわたって、子どもたち
がスポーツ・ 文化芸術活動に継続して親しむ機
会を確保することが大きな目的としています。

しようとしております。地域移行には、受け皿団
体、指導者の確保、財源の問題など様々な課題が
ありますが、このままでは、部活動が立ち行かな
くなる危機感を持っていただき、これまでの部活
動の在り方が当たり前であったことからの大胆な
発想で改革していく必要があります。部活動を学
校単独で支えるのではなく、学校を含めた地域で
支えること、さらには地域全体で子どもたちを育
てる環境の最適化を図ることの視点を持ち、町内
の学校、行政、関係団体等が連携を図りながら地
域のスポーツ・文化芸術活動を再構築していくこ
とが必要とされております。

遠軽町教育委員会では、令和5年度の対応とし
まして、 ①遠軽町部活動地域移行検討協議会の
設置及び開催（委員11名委嘱、任期3年）、②部
活動地域移行総括コーディネーターの配置・活
用、 ③休日の部活動地域移行の実証事業・アン
ケート調査（吹奏楽部・女子バレー部）を実施
し、検討をしております。

また、町広報6月号に掲載しておりますが、6
月26日に丸瀬布中央公民館にて、27日にメトロ
プラザにていずれも午後7時から広く一般町民対
象に部活動地域移行説明会を開催しますので、興
味のある方はご参加いただければ幸いです。

教育委員会としましては、皆様のご意見を頂き
ながら、今後遠軽町に見合った地域移行を検討し
てまいりますので、ご理解とご協力をお願いいた
します。

ニコニコＢＯＸ 2023-24年度合計577,550円☆閉会点鐘：髙橋義詔会長☆今月会報担当：山田荘一委員 2023-24_44th_02


